
第２章 神明後遺跡出土の縄文時代中期塗彩土器について

Ⅰ はじめに

神明後遺跡から赤色塗彩によって文様が描かれた土

器が出土した。縄文時代中期の彩色された浅鉢につい

ては近年集成が図られており（中山２００５）、ともすれ

ば見逃しがちな塗彩土器について注意が促され、類例

も増えてきたところである。今回、塗彩文様のある土

器を報告するにあたり、埼玉県内出土の縄文時代中期

の塗彩された土器について簡単な集成を図り、その上

で塗彩文様のある土器の位置づけを行ってみたい。

Ⅱ 塗彩のある土器

市内では、塗彩された縄文土器をいくつか検出して

いる。最古の土器は縄文時代前期の諸磯 b式で、鷺森

遺跡で２点検出した。続いて、中期前葉狢沢式の浅鉢

２点、新道式の浅鉢２点を亀居遺跡で、勝坂末の浅鉢

は西ノ原遺跡の住居３軒（１６・１７・６０号住居）と東台

遺跡の住居２軒（９２・１４７号住居）で、加曾利 EⅠ新

式では西ノ原遺跡２軒（７７・１７６号住居）、神明後遺跡

５軒（６・１７・１８・２１・２２号住居、集石７）で浅鉢と

有孔鍔付土器。加曾利 EⅡは西ノ原遺跡３軒（６５・

６６・６８号住居）、東台遺跡１軒（４５号住居）で浅鉢と

有孔鍔付土器を検出している。

西ノ原遺跡内で塗彩土器が多く出土した住居は６０・

６５・６６・１７６号住居である。６０号住居は覆土中層に完

形土器を含めて多量の遺物が出土したが、土器の中に

異系統（大木８a新相）が多いという特徴をもつ。６６

・１７６号の位置する一帯は、遺跡内で最も住居が密に

重複する場所で、蛇紋岩製の小形磨製石斧などがまと

まって出土した。

神明後遺跡の１８・２２号住居も土器の一括大量投棄が

あり、２２号住居には異系統の土器が多く、西ノ原６０号

住居と似た特徴をもつ。

土器出土量の多い住居ゆえに塗彩土器が多いという

可能性もあるが、塗彩土器の出土分布には注意する必

要があろう。

県内（市内を含めて）出土の縄文時代中期の塗彩土

器は３５遺跡（註１）で検出しているが、勝坂末から加

曾利 Eに集中する。（第１９９図及び第９１表参照）

県内出土の塗彩土器は、第９０表が示すとおり、浅鉢

が大半を占め、次に有孔鍔付土器が多い。両者には無

文と隆帯・沈線などの文様を持つ土器が存在する。塗

彩部位によって類別すると以下のようになる。

a．全面

b．口縁部

c．隆帯文様上

d．沈線・微隆帯等に囲われた文様帯内。

e．塗彩によって文様を描く

以上のうち b口縁部は cや eとの組み合せ、すなわ

ち口縁部文様帯に塗彩されることが多く、eの場合は

内外面に塗彩文様のある場合と、内外面どちらかが文

様で残りは全面塗彩等の場合がある。また、口縁部の

塗彩は屈曲部分で区切られることが多い。

しかし、塗彩は土器の一部で確認できることが多く、

ほとんどは剥離していると思われる。報告では「一部

に痕跡」と記述していることが多い。実際、市内出土

の遺物も一部の痕跡から塗彩を判断できるに過ぎない。

また、隆帯上を塗彩する土器も一部の痕跡であること

から、隆帯以外の場所も塗彩している可能性も残るわ

けである。特に破片の場合は文様を描いたものか、全

面塗彩なのかの判別は困難である。

以上不備な点が多々ある上での集成であるが、あえ

て県内の傾向を示すと以下のようになる。

●塗彩される土器は浅鉢、特に大・中型の浅鉢が多い。

●勝坂末から加曾利 EⅢにかけて、隆帯文様を持つ

浅鉢が塗彩される。特に隆帯上を塗彩する例がある。

●加曾利 EⅠから EⅡにかけて塗彩文様の浅鉢が確

認できる。特に EⅠ新に多い。

塗彩部位
器種

内外
面

外面
のみ

内面
のみ

合計 a b c d e

浅鉢・鉢 ４８ ３２ ４５ １２５ ２７ ２８ ４ ３ １７

壺 ２ ３ ５ ２ ４

瓢形注口 ３ １ ４ ４ ３

有孔鍔付 ３ ９ ４ １６ １

皿 １ １

台付 １ １

深鉢 １ ２ ３ １

その他 ４ ３ １ ８ ４ ６ １

合計 ６０ ５０ ５３ １６３ ３８ ２９ ４ １６ １８
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●加曾利 EⅠ新以降の有孔鍔付土器に塗彩が確認で

きる。特に EⅠ・Ⅱには浅鉢同様無文の土器が存在

する。

●加曾利 EⅢ以降、沈線や微隆起線で塗彩範囲を区

画する例が増える。

Ⅲ 塗彩によって文様の描かれた土器

神明後遺跡１７号住居跡から出土した浅鉢（第１３７図

№１２）は、赤色顔料（註２）で文様が描かれていた。

文様は懸垂文と半円形の周囲を２本の細い併行線で囲

うもので、土器の半分以上が欠損しているため確実で

はないが、おそらく四分割して文様が配置されている

と思われる。基本的に加曾利 E式土器の文様構成と

同じである。口縁部は内外面とも赤色塗彩されていた

痕跡がある。特に内面の一部は、煤もしくは黒色顔料

の上に赤色顔料が塗られており、細かくひび割れてい

た。

神明後遺跡２２号住居跡出土の浅鉢（第１６１図№３３）

内面底には、２本の円弧文様が赤色塗彩されている。

下地として黒色塗彩の痕跡がある。

西ノ原遺跡第１２８地点では１７６号住居で３点、トレン

チで１点、文様のある破片が出土した。特に№２６は

「U」字形に黒色顔料と赤色顔料で塗彩しており、黒

い縁取りがなされているように見える明確な文様であ

る。

県内で見つかった塗彩文様のある縄文中期の浅鉢は

菅見の限りでは以外と少ない。

富士見市針ヶ谷北通遺跡２号住居からは加曾利 E

Ⅰ新式期の見事な文様が描かれた浅鉢が出土している。

内面は渦巻状と弧状の文様、外面は二叉、三叉の放射

状に赤彩されている。

所沢市膳棚遺跡６号住居では内面に渦巻文様が黒色

塗彩された浅鉢破片、１２号住居では内面に渦巻状と弧

状文様が赤色塗彩された浅鉢破片が検出されている。

飯能市堂前遺跡では遺構外ながら外面に渦巻き文様

を赤色塗彩した浅鉢破片が出土している。

日高市宿東遺跡では、３号住居跡で内外面に文様を

持つ浅鉢破片が出土しているが、赤色塗彩と黒色塗彩

で文様が塗り分けられている。４６号住居跡で内面に文

様が赤色塗彩された浅鉢破片が出土する。

毛呂山町まま上遺跡では外面に楕円区画文様が赤色

塗彩された浅鉢破片が出土している。

さいたま市寿能遺跡では縄文時代中期から晩期まで

の塗彩土器が報告されているが、報告文でⅠ期とされ

る中期後葉から後期初頭の土器は１９点が掲載されてい

る。加曾利 EⅢ・Ⅳ、称名寺の土器は、微隆起線や

沈線などで囲われた中を塗彩しているが、加曾利 E

Ⅰ～Ⅱの土器は文様区画内を塗彩したものの他に、赤

色で内外面に円形か渦巻の文様を描き、「赤漆塗の部

分の他に、黒漆塗（もしくは生漆塗）の部分認められ」

「黒色は下地としてもしくは下地のごとく用いられ」

ていた。Ⅰ期の赤色顔料は分析の結果全てベンガラで

あった。ただ、漆膜は分析の結果ではなく観察結果の

判断である。（成瀬１９８４）

深谷市深谷町遺跡出土の土器も加曾利 EⅢ・Ⅳで、

微隆起線で囲われた中を塗彩しているが、１点だけ弧

状の帯が内面に描かれた条線文土器が出土している。

おそらくこの他にも塗彩された縄文中期の土器は存

在すると思われる。県内の報告書を全て調べていない

などの不備もあるが、塗彩されていても剥離していた

り、残っていても塗彩が文様なのか一面なのかは不明

である。

数少ない県内出土の塗彩文様のある土器をまとめる

と以下のようになる。

●器種は浅鉢。

●文様のモチーフは渦巻き・円弧（連弧、楕円）が主。

●文様は内面のみ・外面のみ・内外両面に描かれる。

ただし破片や顔料剥落などの理由で不明の場合もある。

●塗彩は赤色のみ・黒色のみ・赤黒二色（黒色下地に

赤色塗彩を含む）

●時期は加曾利 EⅠ～EⅡ期に多い。（註３）

Ⅳ まとめ

明確な塗彩はともかく、ほとんどは赤色が僅かに残

っていたり、色がくすんで塗彩かどうかの判断がつき

かねるものもある。赤色塗彩の場合は、外面に斑もし

くは放射状に残る橙色や茶褐色の痕跡が、焼成ムラに

よるものか塗彩なのか。また、黒色塗彩についても同

様に焼成時の黒斑かどうかの判断が難しく、黒色塗彩

といった認識もなく取り扱われている可能性が高い。
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仔細に観察すれば、塗彩土器の比率が高まる事例も

あり（尾形２００７）、中山氏が指摘するとおり、無文の

浅鉢が塗彩されている可能性が高いとすれば、塗彩土

器の比率はもっと高くなる。今後は塗彩の有無をよく

確認するとともに、無文浅鉢＝塗彩土器の可能性を考

慮し、浅鉢の出土量や出土分布を把握していく必要が

ある。浅鉢の出土量や分布の特徴があるかないかによ

り、浅鉢が特殊なものか普遍的なものかの性格も見え

てこよう。

一方塗彩文様のある土器は、塗彩が文様であるかど

うかも不明な土器片が多いと思われるので、明言はで

きないが、文様のモチーフは県外（関東地方）を見て

も渦巻き・円弧・鋸歯が主体で、神明後遺跡１７号住居

跡出土のモチーフは珍しいといえる。

今後は県内の報告を仔細にあたり資料を蓄積したう

えで塗彩土器と塗彩文様について再度検討を試みたい。

最後になったが、日本考古学協会員の今井堯氏には

本稿をまとめるに当たり数多くの御教示をいただいた。

また、埼玉県による調査（教育委員会・遺跡調査会・

埋蔵文化財事業団）で出土した塗彩土器を検索するに

あたり、事業団の栗岡潤氏に多大なるご尽力をいただ

いた。事業団の大屋道則氏には顔料の分析にあたって

便宜いただいた。記して謝意を表する次第である。

（高崎直成）

註

（１）県内市町村の報告についてはすべてをあたる時間がなか
ったため、入間地区と北足立郡南西部（志木市、朝霞市、
新座市、和光市）のみの集成である。また、記述の見落と
し等もあると思われるので、機会を見て県内の再集成を行
ってみたい。

（２）埼玉県立埋蔵文化財センターで、塗彩面を蛍光X線で分
析した結果、水銀の成分は検出されていないので、顔料は
おそらくベンガラ（酸化第二鉄）と思われる。

（３）「中山２００５」においても、塗彩による文様描写のある浅
鉢は、８b期（勝坂Ⅱ）に現れ、１０期（加曾利 E１）が最
盛で１１期（加曾利 E２）まで継承するとある。
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３４ 富士見市遺跡調査会１９９９富士見市遺跡調査会報告第５２集「勝瀬原遺跡群」

３５ 富士見市教育委員会２０００富士見市文化財報告第５２集「富士見市内遺跡Ⅷ」

３６ 所沢市教育委員会２０００所沢市埋蔵文化財調査報告書第２２集「海谷遺跡」

３７ 狭山市遺跡調査会１９９８狭山市遺跡調査会報告第１２集「滝祇園遺跡」

３８ 狭山市遺跡調査会２００３狭山市遺跡調査会報告第１３集「丸山遺跡」

３９ 狭山市教育委員会２００７狭山市文化財調査報告第２６集「宮地遺跡第６次調
査」

４０ 飯能市教育委員会１９８６飯能市内遺跡発掘調査報告書３「飯能の遺跡（３）」

４１ 飯能市教育委員会１９９１「飯能の遺跡（１１）」

４２ 飯能市遺跡調査会１９９２飯能市遺跡調査会発掘調査報告書７「加能里遺跡第
１３次調査」

４３ 飯能市教育委員会２００１「飯能の遺跡（３０）」

４４ 志木市遺跡調査会２００７志木市遺跡調査会調査報告第１２集「中道遺跡第６５
地点」

４５ 深谷市教育委員会１９８５埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第９集「深
谷町遺跡」

245Ⅲ 塗彩によって文様の描かれた土器



所在地 遺跡名 遺構 № 器種 時期
塗彩範囲

備考 文献
外 内

１ ふじみ野市 亀居 土１６ ４ 浅鉢 狢沢 b １

２ ふじみ野市 亀居 １号住居 １１ 浅鉢 狢沢 b １

３ ふじみ野市 亀居 浅鉢 新道 b １

４ ふじみ野市 亀居 ９号住居 ４ 浅鉢 新道 ○ ○ ２

５ ふじみ野市 西ノ原 １６号住居 １５０，１５１ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ ２点 ３

６ ふじみ野市 西ノ原 １７号住居 １６ 浅鉢 勝末 b ３

７ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２２ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 b ３

８ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３５，２３６ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 b b ２点 ３

９ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３７ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ １点 ３

１０ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３８ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ 外面隆帯 ３

１１ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３９，２４０ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ ２点 ３

１２ ふじみ野市 西ノ原 ６５号住居 ３０ 浅鉢 加 EⅡ ○ ３

１３ ふじみ野市 西ノ原 ６５号住居 ２４８ 浅鉢 加 EⅡ ○ ３

１４ ふじみ野市 西ノ原 ６６号住居 ７９ 浅鉢 加 EⅡ ○ ３

１５ ふじみ野市 西ノ原 ６６号住居 ８０ 浅鉢 加 EⅡ b 外面隆帯 ３

１６ ふじみ野市 西ノ原 ６６号住居 ８２ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３

１７ ふじみ野市 西ノ原 ７７号住居 ４ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ ３

１８ ふじみ野市 西ノ原 ４７号住居 ３ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ４

１９ ふじみ野市 西ノ原 ６８号住居 ９９，１００ 浅鉢 加 EⅡ b b ２点 ５

２０ ふじみ野市 西ノ原 ６８号住居 １０２ 浅鉢 加 EⅡ ○ ５

２１ ふじみ野市 西ノ原 １６７号住居 ２６ 浅鉢 ○ ６

２２ ふじみ野市 西ノ原 １７５号住居 ２２ 浅鉢 加 EⅡ b ６

２３ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ２０ 浅鉢 加 EⅡ ○ ○ ６

２４ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ２８，３１，３５ 浅鉢 加 EⅠ新 a a ６

２５ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ２９，３０ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ 外面隆帯 ６

２６ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ３２，３３，３４ 浅鉢 加 EⅠ新 e ６

２７ ふじみ野市 西ノ原 遺構外 ２３ 浅鉢 ○ ○ ６

２８ ふじみ野市 西ノ原 遺構外 ２５ 浅鉢 ○ ６

２９ ふじみ野市 西ノ原 遺構外 ２７ 浅鉢 e ６

３０ ふじみ野市 神明後 ６号住居 ３２ 浅鉢 加 EⅠ新 b b ７

３１ ふじみ野市 神明後 ６号住居 ３７ 浅鉢 加 EⅠ新 b b ７

３２ ふじみ野市 神明後 ６号住居 ４１ 有孔鍔付 加 EⅠ新 ○ ７

３３ ふじみ野市 神明後 １５号住居 ２１ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ８

３４ ふじみ野市 神明後 １７号住居 １２ 浅鉢 加 EⅠ新 b b,e 円形＋懸垂、２本並行線 ８

３５ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ３ 浅鉢 加 EⅠ新 a 外面隆帯 ８

３６ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２０ 浅鉢 加 EⅠ新 b b 口唇刻目 ８

３７ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２１ 浅鉢 加 EⅠ新 a ８

３８ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２２ 浅鉢 加 EⅠ新 b b ８

３９ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２３ 浅鉢 加 EⅠ新 a b ８

４０ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２６ 有孔鍔付 加 EⅠ新 ○ ８

４１ ふじみ野市 神明後 １９号住居 ３７ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ○ ８

４２ ふじみ野市 神明後 ２１号住居 ６ 浅鉢 加 EⅠ新 b a ８

４３ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ２８ 浅鉢 加 EⅠ ○ 外面隆帯 ８

４４ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３１ 浅鉢 加 EⅠ ○ ８

４５ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３２ 浅鉢 加 EⅠ a ８

４６ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３３ 浅鉢 加 EⅠ e 渦巻？大きな円弧 ８

４７ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３５ 浅鉢 加 EⅠ a ８

４８ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ４５ 有孔鍔付 加 EⅠ ○ ○ ８

４９ ふじみ野市 神明後 集石７ ２ 浅鉢 加 E b b ８

５０ ふじみ野市 東台 ４５号住居 １ 有孔鍔付 加 EⅡ a ９

５１ ふじみ野市 東台 ９２号住居 １ 浅鉢 勝末 ○ １０

５２ ふじみ野市 東台 １４７号住居 ８７ 浅鉢 勝末 ○ １１

５３ 所沢市 膳棚 １２号住居 c１２ 浅鉢 加 EⅡ e 連弧＋渦巻？大きな円弧 １２

５４ 所沢市 膳棚 ６号住居 c１３ 浅鉢 加 EⅡ e 渦巻文 １２

５５ 東松山市 岩の上 ４号住居 ６ 加 EⅡ ○ 沈線文 １３

５６ 入間市 坂東山 炉穴状遺構 ２ 浅鉢 加 EⅡ ○ １４

５７ 伊奈町 志久 １号住居 ２ 有孔鍔付 加 EⅢ ○ １５

５８ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １ 瓢形注口 加 EⅣ d U字形微隆起を明るい赤と暗い赤で １６

５９ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２ 瓢形注口 加 EⅣ d a 渦巻微隆起 １６

６０ さいたま市 寿能泥炭層 表採 １０ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e e 赤色と黒色塗彩 １６

６１ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １１ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ ○ １６

６２ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １２ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ ○ １６

６３ さいたま市 寿能泥炭層 表採 １３ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ ○ 黒漆の上に赤漆を塗彩か？ １６

６４ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １４ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e e 渦巻文、生漆の上に赤漆 １６

６５ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １５ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e １６

６６ さいたま市 寿能泥炭層 表採 １６ 鉢 加 EⅡ ○ １６

６７ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １７ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e e 渦巻文、黒漆の上に赤漆 １６

６８ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １８ 浅鉢 加 EⅡ・Ⅲ d ○ 隆帯外を塗彩 １６

６９ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １９ 浅鉢 加 EⅡ d ○ 隆帯外を塗彩 １６

７０ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２０ 浅鉢 加 EⅡ d 沈線区画 １６

７１ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２１ 鉢 加 EⅡ ○ １６

７２ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２２ 有孔壺 加 EⅢ d 沈線区画 １６

７３ さいたま市 寿能泥炭層 表採 ２３ 瓢形注口 加 EⅣ d a 渦巻微隆起線文 １６

７４ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２４ 瓢形注口 加 EⅣ a a 微隆起線文 １６

７５ 花園町 下南原 土１９ ８５ 深鉢 加 EⅡ b １７

７６ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ２８ 浅鉢 加 EⅠ古 １８

７７ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ４１ 浅鉢 加 EⅠ a 外面隆帯と撚糸 １８

所在地 遺跡名 遺構 № 器種 時期
塗彩範囲

備考 文献
外 内

７８ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ４２ 浅鉢 加 EⅠ ○ 体部塗彩 １８

７９ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ４３ 浅鉢 加 EⅠ a a １８

８０ 寄居町 北塚屋 ５号住居 １０ 浅鉢 加 EⅠ新 b、c 外面隆帯 １８

８１ 寄居町 北塚屋 １１号住居 ２５ 浅鉢 加 EⅠ新 b、c b 外面隆帯 １８

８２ 寄居町 北塚屋 １８号住居 ２ 台付 加 EⅡ a １８

８３ 寄居町 北塚屋 ２０号住居 １ 浅鉢 a １８

８４ 寄居町 北塚屋 ２２号住居 ３８ 浅鉢 加 EⅠ古 a b 外面隆帯 １８

８５ 寄居町 北塚屋 ２８号住居 ６ 鉢 a a １８

８６ 寄居町 北塚屋 ２９号住居 ４ 浅鉢 勝Ⅲ c 外面隆帯 １８

８７ 寄居町 北塚屋 土１６２ ２ 浅鉢 加 EⅢ a a 沈線 １８

８８ 寄居町 北塚屋 土１９７ ４ 浅鉢 加 E a a 外面隆帯 １８

８９ 寄居町 北塚屋 土１５８ １ 浅鉢 加 E a a １８

９０ 寄居町 北塚屋 土２０３ ６ 浅鉢 加 E a a １９

９１ 寄居町 北塚屋 土２１５ ７ 浅鉢 加 E a a １８

９２ 寄居町 北塚屋 土２３１ ２ 浅鉢 加 E a a 口唇刻目 １８

９３ 寄居町 北塚屋 グリッド ２７ 浅鉢 加 E a a 外面隆帯 １８

９４ 本庄市 将監塚 ６３号住居 ６ 浅鉢 加 EⅡ ○ 外面隆帯 １９

９５ 伊奈町 北 ３号住居 ３４ 深鉢 加 E ○ ２０

９６ 伊奈町 北 ６３号住居 ２０ 浅鉢 勝 a a ２０

９７ 児玉町 古井戸 ６号住居 ６ 浅鉢 加 EⅡ b 沈線文様 ２１

９８ 児玉町 古井戸 ３７号住居 ３ 浅鉢 加 EⅡ ○ 口唇に塗彩 ２１

９９ 児玉町 古井戸 １５３号住居 ４ 浅鉢 加 EⅡ 口唇に塗彩 ２１

１００坂戸市 中耕 ９号住居 ９ 浅鉢 a ２２

１０１坂戸市 中耕 表採 ４１ 浅鉢 加 EⅠ a ２２

１０２日高市 二反田 １２号住居 ３ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ２３

１０３美里町 広木上宿 ２８号住居 １１ 浅鉢 阿Ⅱ ○ 波状口縁 ２４

１０４美里町 広木上宿 グリッド ２１３ 浅鉢 加 E ○ 沈線文様 ２４

１０５本庄市 今井川越田 溝７ １ 有孔鍔付 加 EⅢ ○ ○ 渦巻＋蕨手沈線文様 ２５

１０６日高市 宿東 ３号住居 １ 浅鉢 加 EⅠ a,e e 黒色と赤色で文様塗彩 ２６

１０７日高市 宿東 ３号住居 ２，３ 浅鉢 加 EⅠ ○ ○ ２６

１０８日高市 宿東 ３号住居 ４ 浅鉢 加 EⅠ ○ ２６

１０９日高市 宿東 ３号住居 ５ 深鉢 加 EⅠ ○ 外面撚糸、底部破片 ２６

１１０日高市 宿東 ４６号住居 ６５ 浅鉢 加 E b 波状口縁 ２６

１１１日高市 宿東 ４６号住居 ６６ 浅鉢 加 E e モチーフ不明 ２６

１１２上尾市 宿北Ⅴ 土２０ １１ 壺形 加 EⅣ ○ ２７

１１３所沢市 膳棚東 １号住居 ４ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ２８

１１４毛呂山町 まま上 グリッド １１６ 浅鉢 加 E e 楕円区画文様 ２９

１１５伊奈町 原 ９６号住居 ８９，１００ 浅鉢 勝坂末 ○ ○ 外面隆帯 ３０

１１６伊奈町 原 ９６号住居 ９０，９５，９８ 浅鉢 勝坂末 ○ ３０

１１７伊奈町 原 ９６号住居 ９１，９７ 浅鉢 勝坂末 ○ ３０

１１８伊奈町 原 ９６号住居 ９２，９６ 浅鉢 勝坂末 b ３０

１１９伊奈町 原 ９９号住居 ４０ 浅鉢 勝坂末 a a 黒色と赤色で塗彩 ３０

１２０富士見市 北通 ２号住居 ７ 浅鉢 加 EⅠ新 e e
内面は連弧と渦
巻、外面は三叉
に塗彩

３１

１２１富士見市 羽沢 土９４ 浅鉢 加 EⅡ a a 内面口縁部に沈線文 ３２

１２２富士見市 中沢 ２１号住居 １ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ ３３

１２３富士見市 中沢 ４号住居 ２ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ 赤色顔料下地に黒色樹脂 ３４

１２４富士見市 中沢 ９号住居 ２ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３４

１２５富士見市 中沢 １８号住居 ８６ 浅鉢 加 EⅡ ○ 黒色 ３４

１２６富士見市 中沢 １８号住居 ９０ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３４

１２７富士見市 中沢 ４８号住居 １ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ ３５

１２８所沢市 海谷 ２号住居 ３ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３６

１２９狭山市 滝祇園 包含層 １０ 浅鉢 勝坂 ○ 沈線渦巻文 ３７

１３０狭山市 丸山 ８号住居 ３４ 浅鉢 勝坂末 c 沈線半隆帯渦巻文 ３８

１３１狭山市 宮地 ８１号住居 １３ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ ３９

１３２飯能市 堂前 遺構外 １８ 浅鉢 加 E b,e b 渦巻文 ４０

１３３飯能市 芋久保 １号住居 １６ 浅鉢 加 EⅠ ○ ○ 沈線渦巻文 ４１

１３４飯能市 加能里 ７号住居 ２２ 浅鉢 加 EⅠ ○ ○ 沈線渦巻文 ４２

１３５飯能市 加能里 １１号住居 ２４ 皿 勝坂Ⅲ ○ ４３

１３６飯能市 加能里 １１号住居 ２７ 浅鉢 勝坂Ⅲ ○ 双環把手 ４３

１３７志木市 中道 ８号住居 ３１ 浅鉢 勝坂 ○ 沈線渦巻文 ４４

１３８志木市 中道 ８号住居 ３２ 浅鉢 勝坂 ○ ○ 沈線渦巻文 ４４

１３９志木市 中道 ８号住居 ３３ 浅鉢 勝坂 ○ ○ ４４

１４０志木市 中道 ８号住居 ３４ 浅鉢 勝坂 ○ ○ 外面赤色＋黒色塗彩 ４４

１４１志木市 中道 ８号住居 ３５ 浅鉢 勝坂 ○ ４４

１４２志木市 中道 土１６０ ４ 浅鉢 勝坂 ○ ○ ４４

１４３志木市 中道 土１６０ ６ 浅鉢 阿玉台 ○ ○ 波状口縁 ４４

１４４深谷市 深谷町 川跡１ １ 加 EⅢ・Ⅳ d a 微隆起線文 ４５

１４５深谷市 深谷町 川跡１ ２ 加 EⅢ・Ⅳ d 微隆起線文 ４５

１４６深谷市 深谷町 川跡３ ３ 小型壺形 加 EⅢ・Ⅳ d a 沈線＋隆線 ４５

１４７深谷市 深谷町 川跡３ ４ 加 EⅢ・Ⅳ e 弧状文。外面条線文 ４５

１４８深谷市 深谷町 川跡３ ８ 加 EⅢ・Ⅳ d a 微隆起線文 ４５

１４９深谷市 深谷町 川跡１・３ ５ 小型壺形 加 EⅢ・Ⅳ d a 耳及び窪みに塗彩無 ４５

１５０深谷市 深谷町 川跡１・３ ６ 小型壺形 加 EⅢ・Ⅳ d 耳及び微隆起線文内に塗彩無 ４５

１５１深谷市 深谷町 川跡１・３ ７，１０ 加 EⅢ・Ⅳ d a 微隆起線文 ４５

１５２深谷市 深谷町 川跡１・３ ９ 加 EⅢ・Ⅳ d 微隆起線文 ４５

１５３深谷市 深谷町 川跡１・３ １１ 鉢 加 EⅢ・Ⅳ b a 体部縄文口縁と沈線で区画 ４５

第９１表 埼玉県内出土塗彩土器一覧表

塗彩範囲の記号は以下の通り。なお、塗彩範囲について内外面の記述がないものは外面に○をした。また、a全面は報告の記述・トーン等に従った。
○＝痕跡有 a＝全面 b＝口縁部 c＝隆帯文様上 d＝沈線・微隆帯等に囲われた文様帯内 e＝塗彩によって文様を描く
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247Ⅲ 塗彩によって文様の描かれた土器



第２００図 埼玉県内出土の塗彩文様のある土器集成（１／４）
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